
取り組みの実際 

１期 

考察 

資質・能力一覧表作成の目的 

２期 

３期 

資質・能力一覧表の活用 

教育目標 学校 自立と社会参加をめざして主体的に取り組む子どもを育てる

教育目標 中学部 学校生活に見通しをもって，仲間とふれあいながらたくましく生きる生徒を育てる

３観点 生きて働く 未知の状況にも対応できる 学びを人生や社会に生かそうとする

育てたい力・３つの視点 知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力，人間性等

自立
じぶんで

できる

・学校生活を自分で送るための

基礎的な知識・技能

・学校生活・家庭生活での役割

を果たし続ける力

・自分の良さや可能性が分かる

・今までの生活経験から，その

場の状況を捉え判断する力

社会参加 かかわる

・相手を意識した言葉，文章

・困ったときに依頼することの

できる知識・技能

・相手の気持ちや立場が分かる

力

・質問する力

・質問に答える力

・相手の会話を理解する力

・頼む相手を判断する力

主体性
みずから

すすんで

・学校生活に見通しをもって取

り組むための知識・技能

・知りたい情報を得る力

・情報を活用する力

自立
じぶんで

できる

・基礎的な体力，持久力，集中

力

・用いる道具，材料等の名称や

仕組みの知識と扱う技能

・自分の役割を知る力

・その場の状況で自分のできる

範囲を判断し，取り組む力

・集団の中で，自分の思いや意

見を適切に表現する力

社会参加 かかわる

・目上の人へのかかわり方

・場の状況に応じて，礼儀，作

法，あいさつ，服装等が分かる

力

・相手の気持ちや立場が分かる

・自分だけで判断せず，教師に

報告・連絡・相談する力

主体性
みずから

すすんで

・与えられた活動を行う上で必

要となる基礎的な知識・技能

・自分の特徴を知った上で，自

分のやりやすい状況を整える力

自立
じぶんで

できる

・自分の興味・関心のあること

が分かる力

・いろいろな楽しみがあること

を知る力

・自分の興味・関心以外のこと

でも受け入れることのできる力

社会参加 かかわる

・自分以外の人のいろいろな表

現を受け入れる力

・買い物やサービスを受けるた

めに金銭を使う力

・周囲の評価を聞いて，自分な

りに解釈する力

主体性
みずから

すすんで

・余暇活動を行う上で必要とな

る基礎的な知識・技能

・公共交通機関を自然にマナー

よく使う力

・好きなことにとことん取り組

む力

・生活力

・自分以外への気配り，思いや

り

・自分以外と協力して目的を達

成する力

・自分で問題を解決しようとす

る力

・日常生活の中で困った時の対

処法を具体的な場面を想定して

考える力
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・リーダーシップ

・与えられた活動の中で楽しみ

を見つける力

・仲間と協力し，目標達成に向

けて前向きに取り組む力

・失敗を繰りかえさず，次に生

かすことのできる力

・将来への夢や憧れの職業を持

ち，自分の将来像を描く力

・フレンドシップ

・夢に向かう力，楽しむ力

・楽しみを活力にする力

・いろいろな人の表現を柔軟に

吸収する力

・自己の興味・関心に基づいて

選択し，決定できる力

・自分独自の表現を大切にする

力

自

立

活
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各教科等の
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見通しをもつことで自信が付く

→自分から

→主体性を

人を意識する，人とかかわる

できないことは人に頼る

→社会参加へ

できるだけ。

できることは自分で

→たくましく生きる→自立へ

○「ライフキャリア」の捉え方 
  についての共通認識 
 
○「論点整理」や文科省教育 
  課程部会での議論を参考に 

本校における「育成を目指す資質・能力」一覧表の構成 

くらす かかわる 

はたらく たのしむ 

資質・能力との関連に
ついて明記 

資質・能力の３つの柱と 
関連付けた題材の目標 

○指導案の様式変更 
 ・各学部の授業研において指導案の様式検討 
 
 ・題材観の中で「育成を目指す資質・能力」との関連を示す 
 
 ・題材の目標に関しては、「学びに向かう力・人間性等」に 
   示される資質・能力は、観点別学習状況の評価にはなじ 
     みづらいため、「関心・意欲・態度」で示す 

資質・能力を意識した単元計画・授業づくり 

カリキュラム・マネジメントにつながる意識 

「育成を目指す資質・能力」一覧表 

授業実践 
支援者ミーティング
等での活用 

卒業生フォロー
アップでの情報 

個別の教育支援計画・個
別の指導計画との関連 

小学部段階からのキャリア発達支援の必要性 

ライフキャリアの観点での自立・社会参加の重要性 

支援者ミーティングにおける児童生徒の目標 

金銭 

体調管理 

調理 

公共交通の利用 

ライフキャリアの観点
での「資質・能力」の

整理が必要 

（５月～７月） 

（夏季休業中に各学部案の検討） 

（９月～１２月） 

知識・技能 

思考力・判断力・表現力等 

学びに向かう力・人間性等 

小学部案 中学部案 

高等部案 

  着替え、排せつ等 
  日生面の資質・能 
  力の項目が多岐に 
  わたる 
 

   「くらす」、「はたらく」、  
  「たのしむ」の項目 
  の中に「かかわる」 
  が入り込む 

「はたらく」項目が多く
なりすぎ、表記しきれ
なった 
 

「かかわる」が、「くら
す」、「はたらく」、「た
のしむ」を下支えする
イメージ 

○高等部サービス班（カフェSUZUKAKE）指導案の例 

「はたらくために必要な知識・技能」 
「課題を見いだし解決する力」 
「状況に応じて判断する力・対応する力」 
「自ら振り返り改善しようとする態度」 
 

各学部案を基に様式や 

「資質・能力」の捉えの検討 

文科省教育課程部会の審議における各教科
の資質・能力一覧（別掲）との整合性を取る 

本校における 

「育成を目指す資質・能力」 

一覧表の完成 

「かかわる」は昨年までの研究
で大事にしてきたものなので
一番上に配置 

資質・能力をまとめる作業とともに、
資質・能力の各観点を整理 

就職支援ネットワーク会議で確認 

学校教育目標の共通認識 

単元計画 

指導内容 指導方法 

「資質・能力」の育成 


